
兵
庁
・叫
π
∬
牲
下ヵゝ
唯
屋ゃ
跡
村
唯
第

一
一
次
地
点
　
５０

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
明
石
市
本
町
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
六
月
～
七
月

発
掘
機
関
　
　
明
石
市
立
文
化
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
稲
原
昭
嘉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

（町
屋
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
街
出
土
遺
構
の
概
要

明
石
城
下
町
屋
跡
は
、
武
家
屋
敷
街
区
の
南
の
標
高
約

一
・
一
ｍ
の
地
点
に

位
置
す
る
。
今
回
の
調
査
地
は
、
大
久
保
忠
職
が
城
主
の
時
期

（寛
永

三
ハ年

〈
一
六
三
九
〉
～
慶
安
二
年

〈
一

六
四
九
》

に
成
立
し
た

『播
州

明
石
城
図
』
に
よ
る
と
、
浜
ま

で
広
が
る
町
屋
の
中
央
や
や
西

寄
り
に
あ
た
る
。
ま
た
、
『明

石
町
旧
全
図
』
（文
久
三
年

（
一

八
上ハ
一影
）
で
は
、
調
査
地
点
は

東
西
に
細
長
い
街
区
の
中
央
北

寄
り
に
位
置
し
、
北
側
に
は
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(明石・須磨)
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「西
魚
ノ
丁
」
通
り
が
東
西
に
走
り
、
調
査
地
点
南
端
で

「中
町
」
の
屋
敷
の

裏
手
と
接
し
て
い
る
。

検
出
し
た
遺
構
に
は
、
土
坑

・
建
物
礎
石

・
溝

・
井
戸
な
ど
が
あ
る
。
建
物

は
調
査
区
の
北
に
続
く
と
み
ら
れ
、
粘
土
を
貼

っ
た
上
に
礎
石
が
認
め
ら
れ
た
。

調
査
区
中
央
で
は
井
戸
が
二
基
見
つ
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
約

一
・
六
ｍ
下
の
礫

層
ま
で
掘
り
込
み
、
直
径
六
〇
伽
の
桶
を
据
え
る
。
ま
た
、
井
戸
に
近
接
し
て

廃
棄
土
坑
が
あ
り
、
唐
津
焼
皿

・
伊
万
里
焼
椀
な
ど
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
て

い
る
。

木
簡
は
、
北
側
の
井
戸
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
肥
前
系
磁

器
枕
、
京

・
信
楽
系
陶
器
椀
、
明
石
悟
鉢
、
土
師
器
皿
、
瓦
片
な
ど
が
あ
り
、

井
戸
は

一
人
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
廃
絶
し
た
と
み
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「あ
か
し

□

戸

田

屋

日
胆
騨

安
兵
衛

ｏ

日

□

。
「咽

中

　
⑤
団
Ш
□
左
内

差
入
」
　
　
　
Юｏ∞
×
∞∞
×
り　
ｏＰＰ

完
存
し
て
い
る
が
、
墨
痕
の
状
態
が
悪
く
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
表
面
か
ら

み
て
中
央
左
側
に
穿
孔
が
あ
る
。

（稲
原
昭
嘉
）
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